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自然冷媒ＣＯ２家庭用ヒートポンプ給湯機 

給湯専用タイプ 

仕 様 書 

 

 

 

【システム型式】 

ＹＵ３７ＮＮＦＨ－Ｍ１７ 
貯 湯 ユ ニ ッ ト 型 式：ＹＴＫ３７ＮＢ１３ 

ヒートポンプユニット型式：ＹＨＤ４５Ｎ１２ 

 

ＹＵ４６ＮＮＦＨ－Ｍ１８ 
貯 湯 ユ ニ ッ ト 型 式：ＹＴＫ４６ＮＢ１３ 

ヒートポンプユニット型式：ＹＨＤ６０Ｎ１２ 
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◆仕様 
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表１ メニュースイッチ設定項目表 

設定項目 選択範囲 初期値 

①強制沸増し 少量／全量／切 切 

②湯沸し 標準／節約／最高／最低 節約 

③自動沸増し 多め／ふつう／少なめ／切 少なめ 

④操作ロック （入／切） （切） 

⑤停止日数 ０～１５日（１日刻み） ０ 

⑥その他設定 

●リモコン設定 

①音声案内 入／切 入 

②音量 １（小）／２（中）／３（大） ２ 

③コントラスト －３（薄）～ ＋３（濃） ０ 
 

④表示節電 入／切 入 

●日時設定   

●電力契約設定 
季時別／時間帯別／時間帯別８／ 

ピークシフト 
季時別 

●湯量通知設定 定量止水栓／連続出湯量／切 切 

●ＨＰ空気抜き運転 入／切 切 

 

●凍結防止運転 入／切 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リモコン寸法＞ 

１３０ｍｍ（縦）×１４０ｍｍ（横）×２３ｍｍ（奥行）

●台所リモコンは防水タイプではありません。故障の原因になりますので、水をかけないで 

ください。 

●「自動沸増し」機能は最初の電源投入時「切」に設定されていますが、最初の深夜湯沸しが 

開始されると、自動で「少なめ」に設定されます。 
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電気回路図（貯湯ユニット） 
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電気回路図（ヒートポンプユニット） 
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◆内蔵配管部品 仕様一覧 

部 品 名 項 目 仕   様 

設 定 圧 力 
１７０ｋＰａ±７ｋＰａ 

（１次側圧力３５０ｋＰａ時） 

一 次 側 圧 力 最高７５０ｋＰａ 

流 体 水道水 

流 体 温 度 ６０℃以下（ただし，凍結のないこと） 

減 圧 弁 

雰 囲 気 温 度 －２０℃～６０℃ 

吹 始 め 圧 力 １９０ｋＰａ±７ｋＰａ 

吹 止 ま り 圧 力 １８０ｋＰａ以下 

吸 機 構 の 開 圧 力 －１２ｋＰａ以下 

流 体 水道水 

流 体 温 度 １１０℃以下（ただし，凍結のないこと） 

逃 し 弁 

雰 囲 気 温 度 －２０℃～６０℃ 

吹 始 め 圧 力 ３００ｋＰａ±６０ｋＰａ以内 

吹 止 ま り 圧 力 ２１０ｋＰａ以上 

流 体 水道水 

流 体 温 度 ０～８５℃（ただし，凍結のないこと） 

排 水 栓 

雰 囲 気 温 度 －２０℃～６０℃ 
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◆別売部品 
 

必要な部品 

№ 部  品  名 個数 商品ＣＤ 

２芯 ５ｍ TF０１５６ 

２芯 １０ｍ TF０１５７ 

２芯 １５ｍ TF０１５８ 

２芯 ２０ｍ ＴＦ０１３９ 

１ 

（選択） 
リモコンケーブル 

２芯 ５０ｍ 

１ 

ＴＦ０１４０ 

 

条件により準備する部品 

№ 部  品  名 個数 商品ＣＤ 

１ 定量止水栓 １ ＴＧ０４６７ 

２ 化粧カバー（３７０Ｌ・４６０Ｌスリム用） １ ＴＦ０６５８ 

３ ヒートポンプ据付用樹脂ベース ２ ＴＦ０６７２ 

 

現地調達部品 

№ 部  品  名 個数 

３７０Ｌ用 Ｍ１２×長さ１００ 
１ アンカーボルト 

４６０Ｌ用 Ｍ１２×長さ１２０ 

３ 

２ アース棒 １ 

３ 給湯機専用止水栓 １ 

 

 

◆施工について 
大規模地震による給湯設備の転倒・移動の被害を防止するため「建築設備の構造体力上安全を定める件

(平成12年建設省告示第1388号)」が国土交通省告示第1447号(平成24年12月12日)にて改正されました。 

この改正により，満水時の質量が15kgを超えるすべての給湯設備について，転倒防止等の措置の基準が明

確化されました。 

つきましては，これまで通り設置時には必ず工事説明書に従って施工を行なってください。 

 



 

 

変更履歴（他部門への配布はしないこと） 

変更 ページ 変 更 内 容 年月日 担当 

初版 － 新規作成 2014/02/04 芳野 

     

 


